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諸々の社会奉仕を

今まで通りに実行していくには、

慈善・教育・そのほかの

社会奉仕の分野において

世界でよいことをするための

基金を作るのが、

極めて適切であると思われる。

—アーチ・クランフ、1917年

ロータリー財団の誕生（1917年）



ロータリー財団の評価

• ロータリー財団の強固な財務健全性と説明責任並びに透明性へのコミットメントが
高く評価されました。



ロータリー財団の基本的な
プログラム

・ポリオプラスプログラム

・補助金プログラム

・ロータリー平和センタープログラム

※ 青少年交換留学生、インターアクト、ローターアクト、ＲＹＬＡ、

米山奨学生等は、ロータリー財団のプログラムではありません。



ポリオプラスプログラム
ポリオとは

・正式名称「急性灰白髄炎」
一般名「脊髄性小児麻痺」

・ポリオウイルスによって、人から人
へのみ感染する。

・ウイルスには自然界に存在する野生
株ウイルスと人工的に作られたワク
チン株ウイルスがある。

・手足が麻痺、筋肉が萎縮して極端に
細くなる。呼吸筋が侵され自発呼吸
が出来なくなる事もある。

・治療法はなくワクチンによる予防の
みが有効である。



1979年

ロータリーがポリオの取り組みを開始

初の「保健、飢餓追放、人間性尊重（3-H）補助金」が、フィリピンにおいて複数年に渡る600万
人の子どもへのポリオワクチン購入のために授与される。

1985年

「ポリオプラス」プログラムを創設

当初の計画ではポリオ根絶のために３年間で１億2,000万ドルの寄付を集めるものであった
が、結果はその倍以上2億4,700万ドルの寄付を集めることに成功した。

1988年

世界ポリオ根絶推進活動（GPEI）の立ち上げ

国際ロータリーは世界保健機関（WHO）、国連児童基金（UNICEF）米国疾病対策センター
（CDC）と協力して活動を開始。後にビル＆メリンダ・ゲイツ財団（BMGF）も加わり5つのコ
ア組織で活動している。
この活動の結果、当時、毎年３５万人もの子供たちが発症していたポリオは、現在99,９％
まで根絶する事に成功している。

ポリオプラスプログラムの歴史



ポリオ発症地域及び発症数



 

財団委員会の構成
1. 資金推進委員会

2. 資金管理委員会

3. 補助金委員会

4. 奨学・学友・VTT委員会

5. ポリオプラス委員会

6. ロータリ－平和フェロ－シップ委員会



1.資金推進委員会のポイント
・年次基金・恒久基金・PHS他の寄付

・財団への寄付目標の理解

・寄付３年後の各クラブへの補助金還元の理解

2.資金管理委員会のポイント
・MOUの提出

（Memorandum of Understanding)

・申請・報告の遵守



  

3. 補助金委員会のポイント
・地区補助金(DG),グローバル補助金(GG)

・支給条件と補助金対象活動の理解

4. 奨学・学友・

VTT委員会のポイント
・GGを利用した奨学生の募集・選考・派遣

・帰国した奨学生の学友会のサポ－ト

・VTT(職業研修チーム）の派遣

（Vocational  Training  Team)

 



  

5. ポリオプラス委員会のポイント
・ポリオプラスへの寄付

・ポリオ根絶支援企業の募集

・ポリオチャリティイベントへの参加

（2025年10月17日 ﾌｧｳﾝﾄﾞﾚｲｼﾞﾝｸﾞﾊﾟｰﾃｲ予定）

6. ロータリ－平和フェロ－シップ

委員会のポイント
・平和推進者の世界的ネットワ－クを築くための奨学生

・ロータリ－平和センタｰは世界6ヶ所（日本はＩＣＵ）



   

     ロータリー財団委員会 資金推進委員会  

     委員長 須田宏樹（東京昭島中央RC)  

                           

  



• 財団プログラムの主な資金源となるのが年次基金、恒久基金、 
  ポリオプラス基金の地区目標に向けてご寄付をお願いしております。 
 
        各クラブの会長、幹事、財団委員長の方に財団の内容を深く 
        ご理解頂き財団委員会の伝道師としてのご協力をお願致します。 
  

寄付ー資金推進委員会



寄付ー資金推進委員会

•寄付実績２４年７月～２５年３月

 年次基金１００％以上達成 ５３クラブ

 ポリオプラス ５４クラブ

 恒久基金 ４０クラブ





基金について

年次基金（１人 US$ 150 )

（ポール・ハリス・フェロー）（マルチプル・ポール・ハリス・フェロー） 
個人で1,000ドル以上の寄付者をポール・ハリス・フェローと言います。

ご寄付いただいた金額は累積され、2,000ドルを超えると

マルチプル・ポール・ハリス・フェローとなり、1,000ドル寄付額が増える毎に認証をします。

この年次基金は、3年間利殖に回させていただき、その運用益は一般管理費や運営費等にあて
られます。

寄付ー資金推進委員会



WF（World Fund)

国際財団活動資金

DDF（District Designated Fund)

地区財団活動資金

47.5 ：47.5

シェア

グローバル補助金（GG）他 地区補助金（DG）
グローバル補助金の地区負担分、
RI第2750地区ロータリー奨学金、ロー

タリー平和フェローシップ、ポリオ・
プラスへの寄付 他

世界中のロータリークラ
ブで使われています。

地区内のロータリークラブで使
われています。

年次基金は、この
２つの活動資金に
シュアされ、寄付
年度の３年後にい
ろいろなプロジェ
クトに使われます。

シェア・システムによって、
年次基金は配分されます

すべての寄付が、世界中で使われています。



 

ポール・ハリス・ソサエティ・メンバー（PHS)

毎年1,000ドル以上を、年次基金、ポリオプラス、財団が承認した補助金のいずれかに

ご寄付くださるロータリー会員とロータリー財団支援者を認証するものです。

ポリオプラス・ソサエティ（PPS）
毎年最低100ドル以上をポリオプラスへご寄付いただくことを誓約していただいた方を

認証するものです。

恒久基金（ベネファクター）
1,000ドル以上の寄付者をベネファクターと言います。この恒久基金への寄付をしていただ

いた場合、いただいた寄付は基金として積み上げ、その元金には手をつけずにその運用益

のみを使用していきます。運用益は一般管理費などに使われる他、WFとDDFにも配分され地

区で行うプロジェクトにも使用されます。

 
 
 
 
 
 

寄付ー資金推進委員会



寄付の地区目標

•年次基金への寄付 １人 US＄１５０

•恒久基金（ベネファクター）

会員数９９名までのクラブは１名（＄１０００）

１００名以上のクラブは ２名（＄２０００）

• ポリオプラス基金への寄付 １人 ＄３０

★会員数は期首での会員数となります。また、寄付時点のロータリーレートに

ご注意ください。

★ MyRotaryへの寄付目標の入力をお願い致します。



寄付ー資金推進委員会

ロータリーカードでの寄付

・オリコ個人利用金額×０．３％

・オリコ法人利用額×０．５％

・ダイナースクラブカード利用金額×０．３％

・ダイナース個人カード利用金額×０．３％

ポリオ根絶活動資金へ



寄付ー資金推進委員会

•地区表彰について

RI第2750地区では、2023-24年度も以下の3つの表彰を行ないます。

寄付総額上位3位までのクラブ

年次基金一人あたりの平均寄付額上位3位までのクラブ

ロータリー財団への地区寄付目標 3部門

（年次基金、恒久基金、ポリオプラス基金）達成クラブ



   

  ロータリー財団委員会 補助金委員会 

  

      委員長 勝山 宏則 （東京品川RC)  

                           

  



他地区が作成した 年次寄付・補助金サイクル図





$785,248

$372,993

$372,993

$186,496 + 恒久基金運用益

$39,262







地区補助金予算

2024-25年度 総支給額3200万円
総申請額3619万円

2025-26年度 総支給額2800万円
総申請額3016万円

19.3万ドル ＠145円



クラブ別DG補助金上限 2025-26年度

基礎額（年次基金一人当たりの平均）
150未満 1,500ドル
150-250 2,500ドル
250-350 2,800ドル
350-450 3,100ドル
450以上 3,400ドル

３部門達成（年次基金・恒久基金・ポリオ）
800ドル上乗せ

クラブ寄付合計による上乗せ
2万ドル以上 1,000ドル上乗せ
3万ドル以上 1,500ドル上乗せ



2025-26年度
各クラブの地区目標

１．年次基金 会員１名 １５０ドル以上

２．ベネファクター（恒久基金への寄付が１，０００ドルに
達する寄付者）

会員９９名以下のクラブ・・・１名以上
会員１００名以上のクラブ・・２名以上

３．ポリオプラスへの寄付・・会員１名 ３０ドル以上

ローターアクトクラブは、年次基金１クラブ１５０ドル



クラブ別DG補助金上限 2025-26年度
基礎額（年次基金一人当たりの平均）
150未満 1,500ドル 2,000 2024-25年度
150-250 2,500ドル 3,000
250-350 2,800ドル 3,300

350-450 3,100ドル 3,600

450-550 3,400ドル 3,900

550-650 3,400ドル 4,200

650以上 3,400ドル 4,500

３部門達成（年次基金・恒久基金・ポリオ）
800ドル上乗せ 1,000

クラブ寄付合計による上乗せ
2万ドル以上 1,000ドル上乗せ 1,000

3万ドル以上 1,500ドル上乗せ 1,000







   

  ロータリー財団委員会  

  

      副委員長 西村 弘之（東京世田谷RC)  

                           

  



第2750地区 グロ-バル補助金（GG）申請一覧表

下書き3件、認証待ち2件、承認済み11件、合計 16件

予算総額
（ドル）

実施国重点分野クラブ状態

63,250 ネパール
水と衛生/基本的教育と識字率の向
上

クロスシティ下書き1

未ペルー母子の健康赤坂下書き2

未マレーシア水と衛生羽田下書き3

51,300 メキシコ水と衛生調布むらさき認証待ち4

37,818 ウクライナ平和構築と紛争予防米山友愛認証待ち5

42,000 日本地域社会の経済発展愛宕承認済6

120,949 インド基本的教育と識字率の向上中央新承認済7

35,886 タイ疾病予防と治療/母子の健康世田谷承認済8

44,193 パラオ疾病予防と治療/母子の健康パラオ承認済9

52,130 インド母子の健康米山友愛承認済10

60,000 台湾疾病予防と治療稲城承認済11

101250ケニア水と衛生広尾承認済12

75,450 アメリカ平和構築と紛争予防米山Eクラブ承認済13

42,000 パラオ疾病予防と治療パラオ承認済14

93,963 台湾疾病予防と治療サンライズ汐留承認済15

34,425 インド疾病予防と治療米山友愛承認済16



グロ-バル補助金（GG）申請の変更

DDF資金が枯渇しつつある現状を踏まえて、以下のようにGG

申請に関する取扱いを本日以降の申請分から変更いたします。

１．各クラブでGGの申請をする際は、地区ロータリ－

財団委員会宛てに所要の様式にて、申請前に報告す

ること（地区財団ホームペ－ジに様式があります）

２．申請後の変更や顛末についても１.に準じて報告

すること

３．補助金の支給額については、委員会にて調整の上、

限度額の範囲内で決定します



グロ-バル補助金（GG）申請様式
国際ロータリー第2750地区

グローバル補助金DDF申請書
年 月 日

クラブ名

携帯番号連絡担当者名

メールアドレス

事業名称

実施場所

事業概略

クラブ名地区実施国クラブ

クラブ名地区援助国クラブ

事業全体予算

DDF希望額自クラブ拠出金



ご清聴ありがとうございました。


